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（別紙） 

新型コロナウイルス感染防止に係る令和５年度大分県立高等学校入学者選抜Ｑ＆Ａ 

 

令和５年 1月１０日公表 

大分県教育庁高校教育課 

 

＜令和５年度大分県立高等学校入学者選抜に係る新型コロナウイルス感染症に 

対応した学力検査等実施のガイドライン 関係＞ 

 

できません。ＡからＤの別室検査室の種類ごと、該当する他の受験者とともに受験して頂くことになり

ます（結果として 1人での受験となる場合もあります）。 

なお、体調不良者検査室で受験できる受験者は、健康状態チェックリストで受験不可に該当しないもの

の、何らかの症状があり、別室受験を希望する受験者です。 

 

想定される人数が限られるため、１室につき、受験者１人としています。万一、同一高校で複数名いた

場合は、該当受験者は同室での受験対応とします。ただし、その他の配慮・特例措置対象者（マスクを着

用している受験者）とは部屋を分けることとします。 

なお、病気・負傷や障害等によりマスクの着用が困難な受験者は、あらかじめ受験上の配慮申請を行う

こととしています。 

 

例として、引率者の場合は「引率者職・氏名」、「所属中学校」、「連絡先（携帯電話等電話番号）」を、

保護者の場合は「保護者氏名」、「受験者氏名・受験番号・在籍中学校」、「連絡先（携帯電話等電話番号）」

があります。 

  

Ｑ２ （２．（１）④関係） 

「別室検査室Ｄのマスク着用が困難な受験者については、１室につき、受験者１人とする。」とあり

ますが、マスク着用が困難な受験者が複数名いた場合はどうなるのですか？ 

Ｑ３ （２．（１）⑩関係） 

「控室を利用する者については、「健康状態チェックリスト」の提出を求めるとともに、個人情報の

取扱いに十分注意しながら氏名や連絡先などを把握すること。」とありますが、具体的にはどのよう

な情報ですか？ 

Ｑ１ （２．（１）④関係） 

別室検査室で受験する場合、１人での受験を希望できますか？ 
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様式は設けていません。新型コロナウイルス感染症対策として、中学校でも日常的に検温・体調チェッ

クを実施しており、何らかの確認を行っていると承知しています。この場合、医師の診断による証明を根

拠としていると考えておりますが、令和５年度県立高校入試においても、同様に平熱が 37.5℃以上であ

ることを証明してください。 

医療機関による診断がない場合は、「当該生徒の平熱は○○℃であるが、新型コロナウイルス感染症対

策を行う平素の学校生活において支障はありません。」というような証明を、中学校長によりしてくださ

い。 

 

英文字や地図等がプリントされているものや、他の受験者へ影響を及ぼす機能のついたマスク（空気清

浄機能付きマスク等）は着用できません。なお、これらのマスクを着用している場合は、高等学校で用意

している予備のマスクに取替をお願いします。なお、メーカーのロゴ等の英文字は使用可とします。 

 

健康状態チェックリストにある症状のほか、頭痛、鼻水、鼻づまり、くしゃみ等その他の風邪様症状を

全て含めて無症状である必要があります。 

なお、別室（無症状の濃厚接触者検査室）での受験を希望する場合は、４．④のとおり、あらかじめ中

学校長より受験先高校に連絡をしてください。 

 

様式はありません。別室受験をする可能性がある場合は、検査前日までに中学校長より受験先高校に電

話連絡をしてください。また、検査当日も、要件Ａ、Ｂのいずれも満たし別室での受験が可能であること

を中学校長より受験先高校に電話連絡をしてください。 

 

Ｑ４ （２．（２）①関係） 

「平熱が 37.5℃以上ある生徒が受験する場合、当該中学校長は、証明するための医療機関作成の診断

書または日頃の平熱を証明する書類を校長が作成して、あらかじめ志願先高等学校に連絡し、通常の

検査室での受験承諾を得ることとする。」とありますが、様式はありますか？ 

Ｑ６ （２．（２）⑤関係） 

受験を認める要件の｢Ｂ受験当日も無症状であること。｣とは、健康状態チェックリストのいずれの症

状もないことを指すということですか？ 

Ｑ５ （２．（２）③関係） 

着用するマスクの種類に制限はありますか？ 

Ｑ７ （２．（２）⑤関係） 

受験を認める要件Ａ、Ｂのいずれも満たし、別室受験を希望する場合は、どのように申請すればよい

ですか。申請書等の様式はありますか。 
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受験可否は、受験者個々人が３．③に該当するか否かで決まります。学級閉鎖等は、受験可否の条件では

ありません。よって、学級閉鎖等が実施されていても、「受験できない者」に該当しない場合は受験可能

です。 

 

 検体採取日を０日目として、７日間を経過するまでは受験できません。ただし、５日目に検査キット

（自費購入）を使用し陰性であることを確認した場合は、検査当日が６日目以降であれば受験可能です。 

 

 ２（２）⑤新型コロナウイルス感染症陽性者の同居家族等の受験を認める要件Ａ、Ｂのいずれも満たし

ているかを検査当日に確認し、別室受験の有無を中学校に連絡をしてください。また、中学校長は別室受

験の有無について、受験先高校に電話連絡をしてください。また要件Ａ、Ｂのどちらかを満たしておら

ず、特別入学者選抜受験を申請する場合も、中学校長より受験先高校に電話連絡をしてください。 

 

受験先高校で申請して新たな用紙をもらい、当日の体調について記入し、提出してください。また、自

宅で検温していない場合も、受験先高校で申請して検温を受けてください。 

 

健康状態チェックリストで受験不可に該当しない場合は、受験が可能で、特別入学者選抜の受験資格対 

象者とはなりません。中学校の先生と相談し、体調不良者検査室での受験を希望する場合は、受験先高校

に連絡してください。 

 

 

Ｑ12 （３．⑤関係） 

「38.0℃までの熱はないものの発熱症状があるなど、体調がすぐれない受験者についても、在籍する

（在籍していた）中学校に申し出る」とありますが、受験はできるのですか？ 

Ｑ11 （３．⑤関係） 

健康状態チェックリストを忘れた場合、どうすればよいですか？ 

Ｑ８ （３．③関係） 

学級閉鎖等が実施されている場合、受験はできますか？ 

Ｑ10 （３．④関係） 

｢別室受験をする可能性がある場合は、在籍する（在籍していた）中学校に申し出ること。｣とありま

すが、検査当日も中学校に連絡をする必要がありますか。 

Ｑ９ （３．③関係） 

無症状の陽性者については、受験はできますか？ 
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検査場に到着してから発熱・咳等の症状があるなど、体調不良になった場合は、引率の中学校の先生や

受験先高校の担当者に申し出て、指示に従ってください。健康状態チェックリストに基づき症状等を確認

後、特別入学者選抜受験の申請をしてもらうことがあります。 

 

集合時や面接開始時等、本人確認のためマスクを外す又は下にずらすよう指示されることがあります。

その時は、指示に従ってください。 

 

防寒着等の上着の色に制約はありません。着用は、休憩時間を想定しています。体調不良等のために、

検査時間中にも着用したい場合は、受験先高校で申し出てください。この場合は、英文字等がプリントさ

れたものは避けてください。 

検査室では暖房運転しながら、換気も行います。検査時間中は温度管理を行いますが、休憩時間は換気

を優先しますので、窓を全開にするなどの対応を予定しています。 

 

休憩時間の飲食については、水分補給や薬の服用等の必要最小限としてください。また、その間は、他

者との接触、会話は特に控えるとともに、とり終えた後は、速やかにマスクを正しく着用（鼻と口の両方

を確実に覆う）してください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ14 （３．⑥関係） 

「面接官への礼儀という理由からマスクを外す必要はない。」とありますが、マスクを外す場面は昼

食以外にはないですか？ 

Ｑ15 （３．⑦関係） 

「検査室の換気のため窓の開放等を行う時間帯があるため、上着など暖かい服装を持参すること。」

とありますが、持参する上着の色などに制約はありますか、また検査中の着用は可能ですか？ 

Ｑ16 （３．⑦関係） 

昼食時間以外の休憩時間に飲食してもよいですか？ 

Ｑ13 （３．⑤関係） 

検査場に到着してから発熱・咳等の症状があるなど、体調不良になった場合はどうすればよいです

か？ 
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＜新型コロナウイルス感染症に係る令和５年度大分県立高等学校入学者選抜 

特別入学者選抜実施要項 関係＞ 

１．（１）、２（１）の受験資格に該当し、特別入学者選抜の受験手続をすることになった段階で、速や

かに受験先高校に電話連絡をしてください。 

 

推薦入試等を２日間実施する高校で、特別入学者選抜Ａを１日で実施することができない場合は、２日

間の実施になる場合があります。特別入学者選抜Ｂについては、原則、１日での実施となりますが、受験

者の人数によっては２日間の実施になる場合があります。 

 

なりません。特別入学者選抜Ａでの合格者は募集人員外として扱います。よって、一次入試の募集人員

は、入学定員から推薦入試等の合格内定者数を減じた数となります。 

 

様式は設けていません。これまでも、県立高校への出願者が、国立高専などに合格し、県立高校入試を

欠席する場合には、中学校校長より出願先高等学校校長に連絡をいただいていました。同様の対応をお願

いします。 

 

Ｑ20 （１．（６）②関係） 

「特別入学者選抜Ａで合格内定となった場合は、中学校長を介して速やかに出願取下げの連絡をする

こと。」とありますが、様式はありますか？ 

Ｑ18 （１．（４）①、２．（４）①関係） 

特別入学者選抜Ａと特別入学者選抜Ｂは共に１日での実施となっていますが、推薦入試等や一次入試

が２日にわたり実施される高校も１日での実施ですか？ 

Ｑ19 （１．（４）③関係） 

特別入学者選抜Ａを実施した場合、一次入試の募集人員は、定員から特別入学者選抜Ａによる合格内

定者数も差し引いた数となるのですか？ 

Ｑ17 （１．（３）①、２．（３）①関係） 

特別入学者選抜の受験手続において、中学校長は、事前に電話連絡することになっていますが、いつ

までに電話連絡をすればよいですか？ 
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推薦入試等について検査が２日間にわたる高校の場合、１日目の検査をすべて完了していれば、２日目

の検査のみ特別入学者選抜Ａで受験すればよいこととします。一次入試について検査が２日間にわたる

高校の場合は、特別入学者選抜Ｂの検査を全て受験することを原則とします。なお、自己都合で検査を欠

席した場合や、すべての検査を終了しなかった場合は、特別入学者選抜Ａ、Ｂの対象とはなりません。 

 

 特別入学者選抜の設定は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止とともに、新型コロナへの感染な

ど、受験者の責任を問うことができないことに対して、受験機会を保障するものです。 

合格者の選抜は、あくまでも「受験先高校の教育を受けるに足る能力、適正等を判定して行う。」（令和

５年度大分県立高等学校入学者選抜基本方針より）ものであり、一次入試の定員内不合格は、特別入学者

選抜Ｂを想定してのものではありません。 

 

Ｑ20と同様。 

 

Ｑ21 （１．（６）③、２.（７）②関係） 

「推薦入試等、一次入試を一部でも受験した者が、特別入学者選抜Ａ、Ｂを受験する場合は、全ての

検査をもう一度受験することを原則とする。」とありますが、１日目の検査が終わって発熱した場合

はどうなりますか？ 

Ｑ22 （２．（４）③関係） 

「先に発表した合格者と合わせ、募集人員を超えて、合格者を決定することができるものとする。」

とありますが、特別入学者選抜Ｂの合格者を想定して、第一次入学者選抜において定員内不合格者を

出したりすることはありますか？ 

Ｑ23 （２．（６）関係） 

「特別入学者選抜Ｂに合格した場合は、中学校長を介して速やかに二次入試に合格した高等学校に入

学の取下げの連絡をすること。」とありますが、様式はありますか？ 


